
本
山
と
常
円
寺

１
、
平
賀
本
土
寺

江
戸
時
代
の
常
円
寺
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
六

（
一
七
〇
三
）年
と
延
享
四（
一
七
四
七
）年
、
お
よ

び
文
政
三
（
一
八
二
〇
）年
の
『
地
子
古
跡
寺
社

帳
』や
文
政
期（
一
八
二
〇
年
代
）に
編
纂
さ
れ
た

『
御
府
内
寺
社
備
考
』に
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
い

ず
れ
に
も
常
円
寺
は
「
平
賀
本
土
寺
末
」
な
る
文

字
が
あ
る
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
も

の
な
の
か
。
こ
こ
で
は
本
土
寺
と
常
円
寺
と
の
関

係
を
中
心
に
申
し
述
べ
て
い
き
た
い
。

本
土
寺
と
は
、
日
蓮
聖
人
ご
自
身
が
文
永
六

（
一
二
六
九
）年
に
お
建
て
に
な
っ
た
お
寺
で
、
下

総
国
葛
飾
郡
平
賀
村
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
の
本

山
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
最
盛
期
に
は
二
十
間

（
三
十
六
ｍ
）四
面
の
本
堂
を
中
心
に
七
堂
伽
藍
を

競
い
、
四
院
六
坊
が
山
内
に
あ
り
、
百
五
十
ヶ
寺

の
末
寺
を
関
東
地
方
を
中
心
に
持
つ
雄
刹
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
常
円
寺
は
そ
の
遠
末
頭
寺
と
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
百
五
十
ヶ
寺
の
末
寺
の
う
ち
江

戸
表
に
あ
る
末
寺
の
取
纏
め
を
行
う
格
式
と
役

割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
山
と
末
寺
を
系
統
づ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
本
末

制
度
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
中
世
後
期
に
早
く
も

み
ら
れ
る
が
、
そ
の
体
制
が
確
立
さ
れ
た
の
は
近

世
・
江
戸
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
は

寛
永
九（
一
六
三
二
）年
に
、
本
末
関
係
を
把
握
す

る
た
め
諸
宗
本
山
に
対
し
て
、
末
寺
の
書
き
上
げ

を
命
じ
た
。
さ
ら
に
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に

は
、
完
全
な
る「
寺
院
本
末
寺
帳
」

の
提
出
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
目
的
・
理
由
に
つ
い
て
を
ひ

と
こ
と
で
い
う
な
ら
ば
、
行
政
的

な
仏
教
統
制
機
構
を
制
度
化
す

る
必
要
性
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
末
関
係
は
、

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）年
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
た

が
、
現
在
は
解
消
・
解
体
さ
れ
、

寺
院
行
政
上
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
福
聚
山
常
円
寺

の
歴
史
を
語
る
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
事
柄
で
あ
る
た
め
、
書
か

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

さ
て
、
本
土
寺
に
参
拝
す
る
に

は
、以
下
の
と
お
り
だ
。
ま
ず
は
、

常
円
寺
の
あ
る
新
宿
駅
か
ら
Ｊ

Ｒ
山
手
線
に
乗
り
西
日
暮
里
駅

で
常
磐
線
に
乗
り
換
え
て
松
戸

駅
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
千
代
田
線

に
乗
り
継
ぎ
北
小
金
駅
で
下
車
。
す
る
と
、
駅
北

口
よ
り
本
土
寺
の
参
道
ヘ
と
続
く
道
が
あ
る
。

「
長
谷
山
本
土
寺
」
と
い
う
文
字
を
刻
ん
だ
石
門

を
過
ぎ
る
と
、
左
右
に
は
松
・
杉
・
欅
・
椎
・
桜
な

ど
の
古
木
や
雪
柳
が
連
な
り
厳
粛
さ
と
華
や
か

な
空
気
に
包
ま
れ
る
。
数
軒
ほ
ど
の
土
産
物
を

商
う
店
も
あ
る
が
、
と
き
に
は
近
在
の
農
家
の
方

が
商
う
野
菜
の
出
店
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
喧
騒
の

中
に
あ
る
東
京
の
寺
院
と
は
ち
ょ
っ
と
異
な
る

趣
を
感
じ
る
場
所
だ
。
参
道
の
つ
き
あ
た
り
に
丹

塗
り
の
楼
門
が
現
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
が
寺
の
領

域
と
な
る
た
め
、
受
け
付
け
で
拝
観
料
を
支
払
い

寺
内
に
入
る
。
現
在
、
寺
地
は
約
一
万
坪
で
あ
る

が
、
以
前
は
倍
の
二
万
坪
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
明
治
に
入
り
新
政
府
の
『
上
地
』（
取
り
あ

げ
）
に
よ
っ
て
減
少
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
内
に

は
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
特
に
紫
陽
花
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
開
花
の
時
季
に
は

玄
人
・
素
人
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
の
絶
好
の
被
写
体

と
な
っ
て
い
る
。

本
土
寺
の
歴
史
は
古
く
開
山
以
来
七
百
年
以

上
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
大

変
興
味
深
い
も
の
を
感
じ
る
が
、
今
回
は
常
円
寺

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
の

で
本
土
寺
の
歴
史
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
。
し
か
し

一
言
書
き
加
え
る
な
ら
ば
、
本
土
寺
は
、
日
蓮
聖

人
の
弟
子
六
老
僧
の
一
人
日
朗
を
祖
と
す
る
門
流

『
日
朗
門
流
』の
拠
点
寺
院
な
の
で
あ
る
。
比
企
谷

長
興
山
妙
本
寺
（
鎌
倉
市
大
町
）、
池
上
長
栄
山

本
門
寺
（
大
田
区
池
上
）、
そ
し
て
こ
の
平
賀
長

谷
山
本
土
寺
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て「
朗
門
の
三

長
三
本
」
と
い
う
。
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
山
号
・

寺
号
に
「
長
」
と
「
本
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る

た
め
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
土
寺
は
近
世
前
期
、
日
蓮
宗
の
不
受
不
施
派

（
一
、
法
華
経
を
信
じ
な
い
宗
派
の
寺
社
へ
参
詣

し
て
は
い
け
な
い

二
、
法
華
経
を
信
じ
な
い
人

に
は
施
し
を
し
て
は
い
け
な
い

三
、
法
華
経
を

信
じ
な
い
人
か
ら
施
し
を
受
け
て
は
い
け
な
い
）

の
中
心
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
、
幕
府
か
ら
の
強

い
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

二
十
一
世
日
信
上
人
（
元
禄
六
年
、
六
十
九
才
で

入
寂
）の
時
代
に
受
不
施
派（
幕
府
に
対
し
従
順
）

の
系
統
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
お
寺
の
存
続
の
た
め
の
厳
し
い
選
択

で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
不
受
不
施
派
に
対
す

る
幕
府
の
激
し
い
弾
圧
は
永
き
に
わ
た
り
、
同
派

に
対
す
る
呪
縛
は
、
江
戸
幕
府
瓦
解
後
の
明
治
九

（
一
八
七
六
）年
に
な
っ
て
解
か
れ
た
が
、
そ
の
大

き
な
傷
を
癒
さ
れ
ぬ
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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